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令和元年度金沢市男女共同参画推進員活動報告 

 

 地域や企業等における男女共同参画を推進するため、石川県男女共同参画推進員（金沢

地区）及び金沢市男女共同参画アドバイザー養成講座修了者で構成する「金沢市男女共同

参画アドバイザー連絡会」の活動を報告します。 

 

 

◆令和元年度金沢市男女共同参画アドバイザー連絡会総会 

日 時 平成３１年４月１５日（土）１０：００～１２：００ 

場 所 金沢市女性センター ３階研修室 

内 容 平成 30年度事業報告、決算報告 

    令和元年度事業予定、予算案 
今後の活動等について 

 

 

◆金沢市男女共同参画アドバイザー連絡会勉強会 

①日 時  令和元年６月１７日（月）１０：００～１２：００ 

場 所  金沢市女性センター ３階 研修室 

内 容  講演会打合せ 

 
②日 時  令和元年８月１９日（月）１０：００～１２：００ 

場 所  金沢市女性センター ３階 研修室 

内 容  講演会打合せ 

 
③日 時  令和元年１０月２１日（月）１０：００～１２：００ 

場 所  金沢市女性センター ３階 研修室 

内 容  地域版男女共同参画リーフレットの内容について 

     アンケートの実施について 

 

④日 時  令和元年１２月１６日（月）１０：００～１２：００ 

場 所  金沢市女性センター ３階 研修室 

内 容  地域版男女共同参画リーフレットの原稿について 

 
⑤日 時  令和２年２月１７日（月）１０：００～１２：００ 

場 所  金沢市女性センター ３階 研修室 

内 容  地域版男女共同参画リーフレットの内容について 

     令和２年度活動方針について 

金沢市 



2 
 

 

 

◆地域リーダーセミナー 参加 

  日 時  令和元年６月２２日（土）１０：００～１４：４５ 

  場 所  金沢市女性センター ３階 研修室 

  内 容  町会の活性化と地域における女性の 

活躍についてセミナーを開催 

  講 師  水津 陽子 氏 

       （合同会社フォーティＲ＆Ｃ代表） 

竹田 雅子 氏 

（コミュニティ防災士） 

 

 

◆金沢市女性センター男女共同参画グループ活動促進事業 講演会の開催 

  日 時  令和元年９月７日（土）１３：３０～１６：００ 

  内 容  多文化共生と男女共同参画「異文化を知ろう」 

第１部 

        講師：塩谷 マクスーダ 氏 

        演題：日本とインドの男女の違い 

       第２部 
        講師：中島 三枝 氏 
        演題：ベトナムの今を知ろう 
 
 
◆女性センターフェステバル 参加 

日 時  令和元年１０月２６日（土） 

場 所  石川県女性センター  

 
 
◆ＤＶ予防啓発講演会 参加 

日 時  令和元年１１月２６日（火）15:15～ 

場 所  教育プラザ富樫 

内  容   「ＤＶと児童虐待～その背景と影響～」 
  講 師    明橋 大二 氏（真生会富山病院心療内科部長） 
 
 
 
 
 

 アドバイザー連絡会が講師との調整、チラシの

作成・配布、当日の運営をしました！ 

 

金沢市 



3 
 

男女共同参画推進員活動事例（金沢市・須崎 秀人） 

 

男女共同参画推進員になったものの、「果たして何をすればいいのか」というところで、いろいろ

と検討する中、男女共同参画推進員の名前で新聞投稿をしたら採用されるかどうかをトライ＆エ

ラーでやってみました。掲載されれば、石川県民の新聞読者の方々に男女共同参画の考え方を

普及啓発でき、うまくいかなければ他の方法を考える。それには、まず実践してみて結果を見るこ

とが重要と思いました。結果として掲載されました。そして、新聞を見た方々から、「新聞を見まし

たよ」という声をかけていただきました。 

 たかが４００字といえども、波及効果はあり、今後、その時々の状況を見て持続的に活動を展開

したいと考えています。これは、男女共同参画推進員の皆様、どなたでも実施できます。「私は文

章がうまいこと書けない」という方もいらっしゃると思いますが、そういう方の視線、視点ほどかつ

てない新鮮な内容が含まれていると思います。まずは自分の思いを書いてみて、そこから第一歩

が始まる活動となります。 
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（北陸中日新聞 2020 年 1 月 4 日朝刊 P5） 
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令和元年度男女共同参画推進活動事例報告（七尾市） 

 

○ラジオ七尾で放送 

男女共同参画週間（令和元年 6 月 22 日放送）の目的や取組について。また今年

のキャッチフレーズや地域での活動を紹介しました。 

パープルリボンキャンペーンの啓発（令和元年 11 月 2 日放送）では配偶者等か

らの暴力の根絶に向けた周知活動や相談窓口の紹介をしました。 

 

○男女共同参画『４コマまんが』『川柳』審査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男女共同参画をテーマに市が募集した小学生・中学生対象の『４コマまんが』、 

一般の方を対象にした『川柳』の作品について一次審査（8 月 26 日)、最終審査 

（１０月２日）を行いました。 

 

 

○いしかわパープルリボンキャンペーン２０１９ 

 

 街頭啓発（令和元年１１月６日） 

  啓発物品とリーフレットを手渡しました。 

またメッセージカードの募集も行い暴力の無い社会の実現を呼びかけました。 

   

 

〇パープルリボンツリーの設置（令和元年１１月１日～３０日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

七尾市 
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フォーラム七尾のロビーに於いて、パープルリボンツリーを設置しＤＶ根絶にむけ 

たそれぞれの思いをメッセージカードに記入していただきました。 

 

○人権・男女共同参画市民のつどい 

（令和元年１２月１日） 

 

フォーラム七尾に於いて、先に審査した 

男女共同参画『４コマまんが』、『川柳』の 

入賞者の表彰式と、人権・男女共同参画講 

演会に参加しました。 

                        

                     

           

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○その他の活動 

  県主催の推進員研修会への参加や、地域で男女共同参画の講座や料理教室など、

が様々な活動を行いました。

 

 

 

「人権・男女共同参画講演会」 

演題：漫画家 宮下英樹がみた 

ふるさと七尾 

                     

講師：宮下 英樹 氏 

 

七尾市 
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令和元年度 

男女共同参画推進員活動報告（小松市） 

      

    ＜おもな活動＞ 

10/26  女性センターフェスティバル 2019 

11/23  女性に対する暴力をなくすためのシンポジウム 

11/30  やさしい職場づくりシンポジウム 

 

 

  

 

 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜やさしい職場づくりシンポジウム＞ 

 ワークライフバランスや、男性の家事・育児参画、女性活

躍の推進など、やさしい職場づくりについて考えるシンポジ

ウムに参加しました。誰もがいきいきと働くことができ、多様

で柔軟な働き方の実現が重要であると感じました。 

  （参加した感想） 

  ○小さな命を守るために、困っている親子に優しい 

    まなざしを向け地域でつながりを持つことが日々 

    の生活で出来ることと思いました。    

  ○先ずは DV/虐待は、個人ではなく社会の問題だ 

    と認識しました。そして「無意識のバイアス」とい 

    う概念が二次加害を促進することを学び、また、 

    相談に来る人は「力のある人」だと考えて向き合 

    うことを教わりました。 

 

 

＜男女共同参画啓発誌を 

地域活動で配付＞ 

 

 石川県で発行している男女

共同参画啓発誌「男女がともに

輝く石川に」を地域の会合等で

配付し、男女共同参画の啓発

に努めました。 

【日時】  
 11 月 30 日（土曜日） 
 午後 1 時 30 分～ 
  
【場所】 
 サイエンスヒルズこまつ  

【基調講演】 
 「DV/子どもへの虐待・その影響について」 
  講師：松本 和子 氏 
  （NPO 法人女性ネット Saya-Saya 代表理事） 
【対談】 
 「支援のために私たちができること」 
  松本 和子 氏 
  福村 一 氏（石川県女性相談支援センター所長） 
   

【日時】  

 11 月 23 日（土曜日）午後 1 時 30 分～ 

【場所】 

 第一地区コミュニティセンター  

  

小松市 
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令和元年度活動報告 
輪島市男女共同参画推進員・石川県男女共同参画推進員の合同活動報告 

 

【輪島市民まつりで啓発】 令和元年６月１日（土） 
 輪島市民まつりパレードに参加し、「男女共同参画のめざすもの～男性にとっ
ても女性にとっても暮らしやすい社会～」をテーマに市内の中心部を行進しま
した。 
 令和元年度は、内閣府男女共同参画局が男女共同参画社会の実現に向け、「男
性の家事・育児等への参画についての国民全体の気運醸成」を目的に行っている
『“おとう飯（はん）始めよう”』キャンペーンをもとに、エプロン姿で、おとう
飯レシピのＱＲコードが入ったチラシや風船、キャンディなどを配布しながら、
啓発活動を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【公民館体験合宿で出前講座】 
 町野公民館   [令和元年 ６月２５日（火） 児童１８名参加] 
 河原田公民館  [令和元年 ６月２６日（水） 児童２３名参加] 
 門前公民館   [令和元年 ７月 ２日（火） 児童１８名参加] 
 輪島公民館   [令和元年 ７月 ３日（水） 児童２０名参加] 
 七浦公民館   [令和元年 ７月 ４日（木） 児童 ６名参加] 
 大屋公民館   [令和元年 ７月１０日（水） 児童１６名参加] 
 鵠巣公民館   [令和元年 ９月１１日（水） 児童１３名参加] 
 黒島公民館   [令和元年１０月２４日（木） 児童１２名参加] 
 
 子ども時代から男女共同参画社会について理解をし、意識を高めることをね
らいとして、公民館行事の一環である体験合宿に参加した小学生を対象に出前
講座を行いました。 
 近年、紙芝居で啓発活動を行っていましたが、内容が重複しないように絵本の
読み聞かせで啓発活動を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

輪島市 
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【パープルリボンキャンペーン（女性に対する暴力を無くす運動）の実施】 

 日時 令和元年１１月 ３日（日・祝）：輪島市文化祭（門前会場） 
    令和元年１１月１０日（日）  ：ふれあい健康センター 
 輪島地区・門前地区各１回、オレンジリボンキャンペーン（子ども虐待防止運
動）と共同で街頭キャンペーンを実施しました。各会場でのぼり旗を設置し、リ
ーフレットや啓発グッズなどを配布しながら、啓発活動を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【”おとう飯（はん）”始めようキャンペーン】 

 日時 令和元年１１月２５日（月）：輪島市ふれあい健康センター 
輪島市でも”おとう飯”始めようの調理実習を行いました。輪島市食生活改善

推進協議会に協力していただき、老若男女問わず簡単に出来る内容のレシピで、
参加者からは簡単で美味しく出来たと好評でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 令和２年３月８日（日）男女共同参画学習会（石川県男女共同参画推進出

前講座）を予定していましたが、新型コロナウイル感染拡大防止につき、
中止なりました。 

 
 
 

輪島市 
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珠洲市における男女共同参画事業 
 

■「オヤジずむ 簡単クッキングと会食」 

 ６５歳以上の男性を対象とした介護予防教室「オヤジずむ」の料理教室が開催され、

参加者は、珠洲沖で取れた約３キロのタラをさばくところから始め、普段は台所に立た

ないと話す参加者も多い中、終始笑顔を絶やさず「タラ汁、タラの煮物、イカ飯、イカ

ときゅうりの酢の物」などの料理に挑戦しました。 

 

 
 

 

 

  

珠洲市 
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■「パープルリボンキャンペーン」 

 女性に対する暴力をなくす運動のシンボルであるパープルリボンにちなんで、キャン

ペーン期間中、「ラポルトすず」のエントランスを紫色にライトアップするパープル・

ライトアップを実施しました。 

 また、「ラポルトすず」館内において、「いしかわパープルリボンキャンペーン」の一

環として、ＤＶ根絶にむけたそれぞれの思いを記入していただく、メッセージカードの

記入場所を設置し、市民の皆さんからを受け付けるとともに掲示しました。 

  

 

   

珠洲市 
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令和元年度 石川県男女共同参画推進員活動報告 

加賀市 

 

【委嘱状交付式・研修会】  2019.04.20 

 石川県男女共同参画推進員に加賀市からは６名が委嘱されました。 

 

【啓発力向上講座】  2019.08.06 

 推進員の任務の一つである男女共同参画 

の推進活動。 

 この講座では、推進活動の進め方を学び 

ました。 

 グループに分かれてのワークショップで 

他市町の推進員との意見交換もでき、大変 

有意義な研修会となりました。 

 

【男女共同参画講演会】  2019.08.31 

演題 「異文化コミュニケーションが奏でる女(ひと)と男(ひと)とのハーモニー」 

講師  ジェフ・バーグランド 氏（京都外国語大学教授） 

 

 テレビでもおなじみのジェフ先生を 

お招きした講演会の受付で、啓発活動 

として小冊子「男女がともに輝く石川 

に」とパンフレット「配偶者からの暴力 

ひとりで苦しまないで！」を配布しま 

した。 

 

 

      

 写真にも気軽に応じてくださる先生。 

     ご自身の体験を交えた、ユーモア溢れる 

     お話に、会場も終始笑いに包まれていま 

     した。 

      

 
 
 

加賀市 
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加賀市主催の講演会や、男女共同参画モデル地区で行われた事業の機会を 

活用し、啓発パンフレットやグッズを配布するなどの啓発活動を行いました。 

  

【モデル地区講演会】  2019.11.01 

演題 「終活ってなに？」 

講師  北出 政信氏（終活カウンセラー） 

 

 誰にでも訪れる「人生の終わり」。 

 自分が死んだあと、配偶者や家族を困ら 

せないために、どう生きるか、何をしたら 

いいのか。夫婦や家族で、改めて話し合う 

きっかけになりました。 

 

【パープルリボンキャンペーン街頭啓発】  2019.11.24 

 加賀市の推進員の活動としては初になりますが、 

ＤＶ防止の街頭啓発を行いました。 

 加賀市各種団体女性連絡協議会の活動に参加する 

形での活動でしたが、事前に準備した県のチラシや 

ポケットティッシュは、あっという間になくなり、 

各女連さんからポケットティッシュを分けていただ 

いての啓発活動になりました。 

 推進員には男性もいますが、男性推進員がチラシ 

やポケットティッシュを配っていると、男性も受け 

取りやすいように感じられました。 

 お渡ししたチラシをじっくり読んでくださる人も 

たくさんいて、多くの方にＤＶ防止に対する関心を 

持ってもらえたのではないかと思います。 

 

加賀市 



13 
 

男女共同参画推進事業活動報告（令和元年度） 

 

 羽咋市では、石川県男女共同参画推進委員と羽咋市男女共同参画推進委員が協力し

て男女共同参画推進事業に取り組んでいます。 

 

【 羽咋市男女共同参画推進委員会 】  

 男女が共に輝くまちづくりを推進するため、羽咋市男女共同参画推進委員会を設置

しています。 

「羽咋市男女が共に輝くまちづくりプラン（第４

次）」を基に、推進状況の確認、課題について、共

同参画実現にむけた啓発活動への取り組みについて

協議しました。今年度実施した「男女共同参画市民

意識調査」の結果をまとめ、来年度のプラン改定に

向けての準備をすすめています。また、研修会等へ

参加するなど、個々の自己研鑽にも努めています。 

 

 

【 啓発活動 】 

■紙芝居の上演・啓発パンフレットの等の配布 

 「はくい福祉まつり」に参加、啓発用紙芝居「偉いの

はだあれ」の上演と啓発パンフレット等の配布を行いま

した。たくさんの方に紙芝居をみてもらい、男女共同参

画社会実現をよびかけました。 

今後も、紙芝居の上演や啓発活動の場を設けるなど、

積極的に活動していきたいと思います。 

 

 

■パープルリボンキャンペーン２０１９  

羽咋市役所玄関ロビーにパプルリボンツリーの設置を行いました。来庁者にメッセ

ージカード記入のお願いや、パンフレットの配布をするなど、活動への支援や賛同を

呼びかけました。たくさんの方からあたたかい応援メッセージが寄せられました。 

 

 

■学習会の開催 

 どのように生きるかを考え、学び、そして行動するきっかけづくりとなるように

学習会を開催しています。 

・市民わくわくアカデミー 

1月 18日 「甲子園が教えてくれたもの～野球人生 50年」 

 講師：山下 智茂 氏 

羽咋市 
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「映画上映会」 

◎１０月５日（土）－ 石川県西田幾多郎記念哲学館 － 
◎主催：かほく市・かほく市教育委員会 
 共催：かほく市人権擁護委員・男女共同参画推進員 
◎人権擁護委員と共催し、映画「母さんがどんなに僕を嫌い  
でも」を上映しました。上映会には多くの方が参加し、 
どんなに虐待されても母を大切に思う息子の姿や、彼を 
とりまく人間関係の描写から、家族を含め、様々な環境で 
男女がお互いの人権を尊重し、いきいきと暮らせる社会を 
考える大変貴重な機会となりました。 

 
 

「パープルリボンキャンペーン」 

◎１１月１日～１１月３０日 
◎ドメスティックバイオレンスの根絶をめざし、１１月の 

「いしかわパープルリボンキャンペーン」にあわせ、 
宇ノ気生涯学習センター入口にパープルリボンツリー 
を展示しました。センター入口での展示ということも 
あり、来館者の関心も高く、幅広い世代から願いのこ 
もったメッセージやイラストが数多く寄せられました。 

  また、１０月２６日～２７日に開催された、かほく 
市生涯学習フェスティバルにおいて、男女共同参画に 
関するパネルを展示し、意識の高揚を図りました。 

 
「かほく市各種女性団体連絡協議会 市政座談会」 

◎１２月８日（日）－ かほく市高松産業文化センター － 
◎主催：かほく市各種女性団体連絡協議会 
◎ 当協議会は、加盟女性団体の活動を尊重しながら 

相互の連絡を密にし、教養を高めることによって、 
女性の地位向上並びに男女共同参画社会の実現を目 
指し、活力と魅力のある住みよい地域社会をつくる 
ことを目的として設置しており、その目的を達成す 
るため、様々な取組を実施しています。 

  女性の政治学習の一環として市長を囲み、市政のビジョンや課題について話し合い、 

「ふるさとに愛着と誇り」と「男女共同参画社会」をテーマとしたまちづくりについて 

提言し、問題解決を目指すことを目的に毎年、市政座談会を開催しています。 

かほく市 
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令和元年度 男女共同参画推進活動事例報告(白山市) 

 
 
男女共同参画セミナーの開催 

 男女共同参画を広く周知・啓発し、男女用同参画に対する理解を深めてもらうため、

専門の講師による男女共同参画セミナーを年２回実施した。 
 
第１回 性の多様性を考える映画会＆トーク会 

開催日 令和元年７月６日 (土) 
場 所 松任学習センタープララ 
内 容 第一部 映画「カランコエの花」上映 
    第二部 トーク会「カランコエの花」 

を語る 
司会 三部倫子（石川県立看護大学講師） 

参加者 ５４名 
 
 
第２回 時短家事で時間・お金を節約！ 

時短家事セミナー 

開催日 令和元年９月８日(水) 
場 所 白山市福祉ふれあいセンター 
講 師 佐藤智実（時短家事アドバイザー・ 

すまーときっちん主宰） 
参加者 １５名 

 
 
 
パープルリボンキャンペーン 

１．女性に対する暴力をなくす運動啓発展 

期 間 令和元年 11 月 12 日(月)～11 月 25 日(月) 
場 所 白山市役所１階ロビー、松任郵便局 
内 容 石川県男女共同参画推進員、白山市男女共

同参画審議会委員、白山市各種団体女性連

絡協議会、白山市男女共同参画サポーター

にメッセージカードを記入してもらい、パ

ープルリボンツリーとして設置 
 
 
 

２．街頭啓発 

実施日 令和元年 11 月 12 日(火)  
場 所 ピアゴ白山店入口 
内 容 県男女共同参画推進員、男女共同参画サポ

ーター、市職員による啓発チラシ・啓発物

品の配布 
 

白山市 
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令和元年度 能美市男女共同参画推進委員活動報告 
 

◆男女共同参画関連図書の展示と懸垂幕の掲揚による市民啓発 

 

 ６月２３日～２９日の男女共同参画週間に合わせて、根上・寺井・辰口地区の

図書館で男女共同参画関連図書の展示を行いました。 

また、男女共同参画を市民の方に身近に感じてもらえるよう、市役所・寺井地

区公民館・根上総合文化会館に男女共同参画週間の懸垂幕を掲揚しました。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆能美市男女共同参画フォーラム２０１９ 

 

日時：７月７日（日） 

 場所：能美市寺井地区公民館 

 演題：ワークライフバランスってなぁに？ 

 講師：瀬地山 角氏 

（東京大学大学院教授） 

  参加者：市民 １４６名 

 

瀬地山角教授をお招きし、自分らしいライフス 

タイルを見つけるための講演会を開催しました。 

 笑いあり、思わず涙がこぼれる映像もあり、仕 

事と生活の調和（ワークライフバランス）につい 

て考えるきっかけになりました。 

 

能美市 



17 
 

◆地元の石川県立寺井高等学校生徒との共同学習会 

 

１回目：７月１１日（木） １５時３０分～１７時 

  ２回目：１０月３日（木） １５時３０分～１７時 

   

 これから進学や就職などを控える高校生と能美市男女共同参画推進委員が、

男女共同参画社会の実現の大切さについて、共同で学習しました。 

共同学習会では、菜の花助産院の植田幸代さんをお招きし、高校生が自ら 

選んだテーマである「ジェンダー」について学習しました。 

 高校生との共同学習は今年度で、３年目を迎えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆男女共同参画 in のみ 高校生と ともに学ぶ 男女平等 

（石川県各種女性団体連絡協議会と共同開催） 

 

日時：１１月２３日（土・祝） 13 時３０分～１６時 

 場所：能美市寺井地区公民館 

 

第１部：寺井高校生による共同学習報告会 

演題：『わたしたちにできること ～ジェンダーについて考える～ 

 

高校生の視点で、男女共同参画やジェンダーについて報告してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

能美市 
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 第２部：講演会 

  演題：キミたちが出ていくのはどんな社会か？ 

～男女平等が必要な理由～ 

 講師：上野 千鶴子氏 

（認定 NPO 法人ウィメンズアクションネットワーク（ＷＡＮ）理事長） 

  参加者：市民ほか ４７４名 

 

 上野さんの優しくも力強い講演内容と合わせて、多くの方に啓発活動を行な

うことが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆推進委員研修会 

 

 〇推進委員資質向上研修会 

日時：４月１９日（金）19 時３０分～２１時 

   場所：能美市寺井地区公民館 

   参加者：男女共同参画推進委員 

 

 野々市市男女共同参画推進委員の小松靖典氏をお招きし、野々市市の活動内

容をお聞きし、能美市の活動内容も紹介するなど、研修会を通じて交流を行いま

した。 

 

〇第２次能美市男女共同参画プラン内容検討委員会 

日時：１月１４日（火） １９時３０分～２１時 

   場所：能美市寺井地区公民館 

   参加者：男女共同参画推進委員 

第２次能美市男女共同参画プラン策定にあたり、内容検討を行いました。 

能美市 
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◆能美市男女共同参画推進委員会定例会 

 

 男女共同参画の推進に係る活動内容等について、定期的に能美市男女共同参

画推進委員会を開催し、積極的な意見交換をし、普及・啓発活動に努めています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

能美市 
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令和元年度 野々市市男女共同参画推進員の活動 
 
 野々市市では、男女共同参画の推進を図るため、平成 17年度より市男女共同
参画推進員を設置しています。令和元年度は、推進員８名で活動を行いました。 
 
【市民向け講座の開催】 
市民の男女共同参画意識の向上を図るため、市民向け講座を開催しています。

令和元年度は、「親業」と「性的マイノリティ」をテーマに開催しました。 
■ふらっとミニセミナー（共催：野々市市・（公財）いしかわ女性基金） 
・日 時：令和元年 11月４日（月・振休）午後１時～午後３時 
・会 場：文化会館フォルテ 
・講 師：藤田 桂津巴 氏（親業訓練協会） 
・題 目：「親業」に学ぶ！親子・夫婦のコミュニケーション術 

～ガミガミ・イライラと上手に付き合う秘訣～ 
・参加者：約 30名 
■男女共同参画推進講座（主催：野々市市） 
・日 時：令和２年２月 15日（土）午後１時～午後３時 
・会 場：にぎわいの里ののいち カミーノ（中央公民館） 
・講 師：岩本 健良 氏（金沢大学人文学類准教授） 
・題 目：ダイバーシティ時代の多様な性が生きるまちづくり 

～岩本先生と考える LGBTｓ/SOGIE～ 
・参加者：約 30名 
 
【朗読劇の上演】 
市民が男女共同参画に触れるきっかけづくりとして、平成 20年度より朗読劇

を上演しています。平成 26 年度には「のっティ椿 ichi 座」という名称の一座
を立ち上げ、市内外で活動しています。令和元年度は、「自分らしく生きること
の大切さ」をテーマにした「わたしらしく、あなたらしく」を上演しました。 

 
 
 
 
 
 
 
野々市市連合町内会研修会    ふらっとミニセミナー 
・令和元年９月 26日（木）     ・令和元年 11月４日（月） 

 ・情報交流館カメリアにて       ・文化会館フォルテにて 
 ・約 60名参加                  ・約 30名参加 

野々市市 
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【パネル展の開催】 
市民が男女共同参画に触れるきっかけづくりとして、「推進員の活動紹介」や

「性的マイノリティ」について理解を深めるパネル展を開催しました。 
第１回            第２回 
・令和元年 11月４日（月）   ・令和２年２月４日（火）～15日（土） 
・文化会館フォルテにて         ・中央公民館にて 
※ふらっとミニセミナーを併催   ※最終日に男女共同参画推進講座を併催 

 
【DV防止の働きかけ】 

11月の「いしかわパープルリボンキャンペーン 2019」に呼応し、市民に DV
防止の働きかけを行いました。 
■街頭啓発 
・日 程：令和元年 11月２日（土） 
・会 場：イオン御経塚ショッピングセンター、イオン野々市南店 
・内 容：啓発チラシ、啓発品の配布、パープルリボンツリーカード記入誘導 
 
 
 
 
 
 
■パープルリボンツリーの設置 
野々市市役所         ふらっとミニセミナー 
・令和元年 11月１日（金）  ・令和元年 11月４日（月）～30日（土）   
・市民協働課窓口前にて        ・文化会館フォルテにて 

■リーフレットの配布 
推進員が作成した DV防止啓発リーフレット「わたしらしく生きる」やデート

DV防止啓発リーフレット「好きな人といっしょにいるために」を配布しました。 
 
【連絡会の開催】 
推進員の活動を円滑に進めるため、平成 17年度より推進員による連絡会を

設置しています。令和元年度は、連絡会を６回開催し、各種活動に向けた協議
や情報交換を行いました。 
ミニ講座 
推進員の資質向上のため、平成 27年度より連絡会内でミニ講座を開催し

ており、令和元年度は、「性的マイノリティ」について理解を深めました。 
 
 
 

時代は平成から令和へと移り変わりましたが、 
今後も地域との連携を大切にし、男女共同参画意識の 
啓発・普及活動に積極的に取り組んでいきます。 

 

野々市市 
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令和元年度  川北町男女共同参画推進委員会活動報告 
 
 
川北町の男女共同参画推進活動は、石川県男女共同参画推進員４名と町職員による構

成の川北町男女共同参画推進員会が互いに協力し合い、町と協働して町民の皆さまに

男女共同参画社会への意識を持ってもらえるよう活動を行っています。 
例年、アンケートの実施、チラシの配布による啓発活動、冬の料理教室や講演会を行

って事業を勧めています。 
 

年間計画の作成会議      平成３１年  ４月１０日 
  アンケートの実施       令和 １年 １１月 ３日 

      啓発運動（ＤＶチラシの配布） 令和 １年 １１月１７日 
      冬の料理教室の実施      令和 ２年  ２月１６日 
 

１．アンケートの実施 

１１月３日に、男女共同参画推進員会が毎年実施している意識調査アンケートを、

町総合体育館前にて実施しました。実施方法は、模造紙に書いた設問３つに対し、自

分が思う答えに近いものにシールを貼ってもらう、というやり方です。 
＊今回は、『パートナー』に関することをテーマに取り上げました。 
 

《パートナーの意識調査》 

Ｑ１．配偶者に普段から感謝していますか 

Ａ はい ６０人 ９８．４％ いいえ １人 １．６％  計６１人 

詳細 はい －高齢者男性 １０人 １６．４％  
     高齢者女性 １５人 ２４．６％   

成人 男性 １３人 ２１．３％ 
             成人 女性 ２２人 ３６．１％ 

いいえ－高齢者女性  １人   １．６％ 
       
Q２.「ありがとう」という言葉で普段から配偶者に伝えていますか． 

A   はい ４７人 ７７％ いいえ １４人 ２３％  計６１人 

詳細 はい －高齢者男性   ７人  １１．４％  
高齢者女性  １４人 ２３．０％  
成人 男性   ９人 １４．８％ 

川北町 
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成人 女性  １７人 ２７．９％  
いいえ－高齢者男性   ３人  ４．９％  

               高齢者女性     ２人  ３．３％  
                 成人 男性   ４人  ６．５％  
                 成人 女性   ５人   ８．２％  
 
     配偶者には普段からお互いに感謝をしています。言葉では表しにくい所も有

ります。どういったところで感謝（尊敬）しているかは以下になります。 
 
Q３．相手の尊敬できるところは 

A  〇よく気が付くところ 〇家族の事を思ってくれる  
〇何でも手伝ってくれる 〇子供と遊んでくれる 
〇洗い物や料理を手伝ってくれる 等々です。 

    
やさしい配偶者が希望と思います 

 
２．啓発運動（ＤＶ防止チラシの配布） 

１１月１７日、町内のホームセンター前で行いました、ＤＶ防止等男女共同参画の

活動を知ってもらう為に町審議会委員の方々の協力も得まして、チラシやティッシュ

の配布を行いました。 
例年１００個のところを、今年度は１５０個の配布としました。ホームセンターの

開店時間に合わせての声掛けと DV 防止等男女共同参画のチラシの配布でした。数が

増えた分、時間が掛かりましたが、皆様のご協力によりスムーズに終えることができ

ました。 

       

啓発活動の実施風景         アンケ―トの様子 
 
 
 
 

川北町 
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３．冬の料理教室の実施  

 ２月１６日（日）、今年は川北町百寿会館に於いて、家族で楽しめる、ボリュウムた

っぷりのミルフィーユ鍋ときりたんぽを作りました。参加者は１９名。子供さんを連

れて参加された家族もあり賑やかでした。 
ミルフィーユ鍋は豚肉と白菜を重ねただけの簡単さで、初めての方、ベテランの方

等々全員でシェアしながら調理をしました。 
 ベテランの方のてきぱきとしたご協力により、キリタンポに時間がかかっていると

フライパンを使って巧みに仕上げて頂きました。野菜の切り端を使って簡単な漬物も

作っていただきました。「また機会があったら参加したい」など、前向きな感想が多く

来年も続けたいと思います。 

           
               冬の料理教室の風景 

川北町 
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○男女共同参画啓発 パネル展示 
日時：令和元年１１月１日～３日 

会場：津幡町文化会館シグナス 
 

毎年行われる津幡町文化展覧会の期間中、会場である津幡町文化会館シグナスにおいて

パープルリボンキャンペーンと男女共同参画啓発の一環として、男女共同参画に関する意

識調査のパネルの展示を行いました。 

 来場者の方に手に取って見ていただけるよう、ＤＶに関するリーフレット等を併せて設

置しました。 

 

○いしかわパープルリボンキャンペーン２０１９ 
・パープルリボンツリー 

日  時：令和元年１１月１日～３０日 

設置場所：津幡町文化会館シグナス 

 

文化展覧会に行ったパネル展示とともに、パープルリボンツリーを設置しました。その後、

ツリーは約１か月間にわたり文化会館に設置を続け、メッセージカードの結びつけと啓発

を行いました。最終的に多数のメッセージカードを結んでいただくことができました。 

 

 

○石川中央広域圏男女共同参画推進協議会事業 
 

「リュウジのバズレシピ試食＆トークイベント 

＋ちょこっと家事シェアセミナー」 
 

日  時：令和元年１１月１７日 

会  場：ル・バンケぶどうの木 

 講  師：リュウジ氏（料理研究家） 
 

男性が家事・育児等への積極的に参加するためのきっかけとして、楽しく、簡単に料理を

始められるよう、若者に人気の料理研究家を講師に招き、セミナーを実施しました。 

３市３町合同の事業であり、１００名超の参加をいただきました。 

津幡町 
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令和元年度 内灘町男女共同参画活動事例報告 
 

◆「リュウジのバズレシピ試食＆トークイベント 
＋ちょこっと家事シェアセミナー」 

日  時 令和元年 11 月 17 日（日） 13:00～15:00 
場  所 ル・バンケぶどうの木（金沢市） 
講 師 リュウジ氏（料理研究家）   
共 催 金沢市、石川中央広域圏男女共同参画推進協議会 

       （金沢市・白山市・野々市・かほく市・津幡町・内灘町） 
 
前半の 1 時間は、SNS で話題の料理研究家リ

ュウジさんによる調理のデモンストレーション

が行われました。 
 その後の家事シェアセミナーでは、普段の家

事分担についてのチェックシートを記入し、見

えない家事も含めて家族の負担に気付くことが

できる機会となりました。 
 最後にトークの時間が設けられ、リュウジさ

んのツイッターの紹介や、参加者への質疑応答を通して固定的性別役割分担意

識のないリュウジさんの考えを発信しました。 
               
               
◆ふらっとミニセミナー 

「２０代・３０代の共働き夫婦にむけたマネープラン講座」 
日 時 令和 2 年 2 月 15 日（土） 13:30～15:00   
講 師 高橋 昌子氏            
会  場 内灘町役場 会議室 
共 催 (公財) いしかわ女性基金、内灘町 

 
  セミナーでは、ライフイベント表の作成方

法や社会保険料・所得税の計算方法など家計

の振り返りや計画をたてる上で必要な幅広い

知識の解説がありました。また、配偶者特別

控除や育児のための支援制度、住宅ローンな

どについてもふれ、子育て世代にむけた情報の説明がありました。 
  このセミナーを通して男女ともに家計管理のための知識が増えました。ま

た、協力して家計管理や家事に参加する大切さを感じることができました。 
                                
 

内灘町 
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◆「内灘町文化芸術祭」  
令和元年 11 月 30 日（土）～12 月 1 日（日）  

 
内灘町文化芸術祭で展示ブースを設けました。内容は、「ＤＶや性暴力等のな

い社会にむけた啓発」と「男女共同参画に関する町民意識調査（平成 29 年度）

結果」です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆「パープルリボンキャンペーン２０１９」 

令和元年 11 月 1 日（金）～11 月 30 日（土） 
 

ＤＶや性暴力を許さないという意識を社会全体で醸成するため、標記のキャ

ンペーン期間中、内灘町役場にパープルリボンツリーとメッセージカードを設

置し撲滅を呼びかけました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆その他 
県主催の推進員研修会への参加や、老人会での啓発パンフレットの配布を行

いました。

内灘町 
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令和元年度 志賀町男女共同参画活動事例報告 
【志賀町文化祭での啓発活動】 
 令和元年 11 月 3 日（日）、志賀町文化ホールで行われた「第 15 回志賀町文化祭」で男女共

同参画に関わる啓発活動を行いました。 
 ★活動内容 

◇パープルリボンキャンペーン ◇男女共同参画出前講座 
・啓発ポスターの掲示 
・啓発グッズとチラシの配布 
・来場者にツリーカードにメッセージを 
書いてもらい、メッセージツリーを作成 

 

 講師：i－さんかく座 
 内容：紙芝居「先生がお休みだって？」 
    スクリーンによる紙芝居で 

男女共同参画の普及・啓発 

 
【地域への啓発活動】 
 男女共同参画の普及・啓発を図るため、各地で出前講座並びに料理教室を開催しました。 
 ★料理教室 
  日時：令和元年 10 月 27 日(日) 10:00～ 
  場所：志賀町文化ホール 
  講師：室谷 加代子(農家レストランむろたに） 
  対象：志賀地区住民 
  参加：17 名（男性:4 名、女性:13 名） 
  内容：お弁当作り 
      参加者は、調理・試食後、 
      お弁当を家に持ち帰り、家族に渡しました。 
 
 ★ふらっとミニセミナー＆料理教室 
  日時：令和元年 11 月 18 日(日) 10:00～ 
  場所：志賀町富来活性化センター 
  対象：富来地区住民 
  参加：20 名（男性:5 名、女性:15 名） 
  ・ふらっとミニセミナー 
  講師：白井 洋子(昆布海産物處「しら井」女将） 
  ・料理教室 
  講師：室谷 加代子(農家レストランむろたに） 
  内容：お弁当作り 
      参加者は、調理・試食後、 
      お弁当を家に持ち帰り、家族に渡しました。 
 
 
 
 
 
 
 

志賀町 



29 
 

 ★ジビエ料理教室 
日時：令和 2 年 2 月 16 日(日) 10:00～ 
場所：富来活性化センター 調理室 
対象：志賀・富来地域住民 
参加：20 名（男性:9 名、女性:11 名） 

講師：いしかわジビエ利用促進研究会 料理アドバイザー 
   點田 賢司 
内容：いのしし肉のギョウザ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ★志賀町男女共同参画推進員 新ベスト 
  男女共同参画推進の啓発活動用に 
  ベストを新たに作成しました。 
  洋装・和装問わず、 
  簡単に羽織ることが出来ました。 
  パープルリボンキャンペーンでは、 
  啓発活動を行っていることが 
  見ている人にとって分かりやすくなり、 
  男女共同参画の更なる周知に 
  つながりました。 
 
【推進会議・研修会等】 
★第 1 回志賀町男女共同参画推進会議 
 日時：令和元年 6 月 28 日(金) 15:00～ 
 場所：志賀町役場 第 31 会議室 
 
★推進員研修（能登地区） 
 日時：令和元年 8 月 5 日(月) 13:00～ 
 場所：能登空港ターミナルビル 
 参加：希望者（県推進員） 

★女性のチャレンジフォーラム in 能登 
 日時：令和 2 年 3 月 7 日(土) 13:30～ 
 場所：能登空港ターミナルビル 
 講師：南 美紀（旧姓：板倉） 
    ・志賀町出身 
    ・バルセロナ五輪競歩日本代表 
 参加：希望者（一般参加 OK） 
 →新型コロナウイルス感染防止のため中止。 

志賀町 
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令和元年度 男女共同参画推進員活動報告 

 

■トモサン会定例会 〈毎月〉 

 「男女共同参画」の言葉から「共（ﾄﾓ）」と「参（ｻﾝ）」の２文字を抜粋し、

愛称化した“トモサン会”として、日々活動しています。トモサン会では毎月

１回定例会を開催しており、男女共同参画の推進に係る活動内容等について、

推進員と町職員が協議したり、情報交換などを行っています。 

 

■町議会の本会議傍聴 〈6月・9月・12月〉  

 町政の現状を把握するため、毎回、町議会定例会を傍聴し、男女共同参画の

普及啓発に関する活動の幅を広げています。 

 

■出前講座 〈8/2・8/21〉 

 子どものころから、男女共同参画への関心と理解を深め、思いやりの気持ち

や協力し合うことの大切さについて自ら考え、男女共同参画社会へのさまざま

な気づきを促すことを目的に、町内２か所の放課後児童クラブで児童を対象に

出前講座を開催しました。 

 今年度は、家族への思いやりと協力しあうことの大切さを伝える紙芝居『あ

いちゃんのふしぎな夢カレー』の上演と、ポリ袋調理法（簡単で、一人ひとり

の体質に合わせた調理ができる）でオムレツやカレーを作り、災害時に役立つ

非常食を体験しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■男女共同参画推進員研修【能登地区】 〈8/5〉 

 啓発力向上講座に参加。グループで課題について協議したり、意見交換した

りして、推進員同士の交流ができただけでなく、発想の転換にもなりました。 

 

■県政学習バス（中能登地区個人） 〈10/3〉～トモサン会研修として～ 

 県政学習バス「いしかわの歴史と伝統文化を学ぶコース」に参加し、石川県

立歴史博物館、石川県立伝統産業工芸館を見学しました。歴博の特別展では、

地元の菅原神社から前田家ゆかりの烏帽子兜などが展示され、歴史ある我が町

を誇らしく感じました。また、県内各地の伝統産業の品を間近に見て感銘を受

け、石川の素晴らしい伝統産業をこれからも守っていきたいと感じました。 

 

▲紙芝居を上演する推進員        ▲ポリ袋でオムレツ作りを体験した児童たち 

宝達志水町 



31 
 

■宝達志水町文化祭での啓発活動 〈11/3〉 

 町文化祭では、推進員の啓発活動の写真 

や（公財）いしかわ女性基金から借用した 

男女共同参画推進事業やＤＶの啓発パネル 

を展示するとともに、リーフレットなどを 

配付し、男女共同参画推進及びＤＶ相談の 

普及啓発を図りました。 

 また、女性への暴力撲滅を願って、来場 

者にパープルリボンのメッセージカードを 

記入してもらいました。メッセージカード 

を飾り付けたパープルリボンツリーは、町生涯学習センターで 11月末まで展

示しました。 

 

■ふらっとミニセミナー（講演会）の開催 〈11/17〉 

 （公財）いしかわ女性基金との共催で、お片付けマイスターの森 みち子氏

を講師に、ふらっとミニセミナー『利き脳でわかる整理収納術』を開催し、自

分の利き脳や生活習慣に合った整理収納術を学びました。 

 日頃から「片付け」に対してストレスを感じている人が多く、また、「利き

脳」という聞きなれない言葉に興味をひかれたのか、想定以上の参加がありま

した。講演後のアンケートでは、「自分自身を知るきっかけになった」「家が片

付いていると心にゆとりがでる」との感想がありました。 

「家事は女性の仕事」という性別役割分担の固定観念は、年齢が高いほど根

強く残っていると感じますが、片付け（家事）に対する苦手意識を無くし、自

然とこなせる男性が増えてほしいと願っています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□来年度への思い 

 町の第３次男女共同参画行動計画の期間が来年度末までとなっています。男

女共同参画社会の実現を目指して、これまでの取り組みを検証しつつ、啓発活

動に新たな試みを取り入れて、効果的な啓発に努めていきます。 

 

▲ブースでメッセージを書く来場者ら  

▲利き脳別の整理収納術をわかりやすく説明

してくれた森氏 
▲指を組んで、自分の利き脳が左脳か右脳か

を確認する参加者 

宝達志水町 
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令和元年度 中能登町男女共同参画推進員活動事例報告 

 
中能登町では、男女共同参画社会を推進するため、平成２３年に中能登町男女共同参画 

推進員の会を設置し、今年度は第５期がスタートしました。推進員２９名が活動しまし

た。 

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 全 体 活 動 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 研修会  

５月８日（水）、第５期推進員委嘱状交付式に合

わせて全体研修を行いました。県政出前講座を活用

し、県男女共同参画課の山岸課長から『男女共同参

画の推進について』と題して県内の男女共同参画の

現状や取組状況をお話ししていただきました。 

第４期から継続の推進員には改めて認識する機

会として、今期から初めて推進員となった方には理

解を深めていただくための機会として、各々有意義

な研修会となりました。 

 川柳コンクール  

８月１日～３１日の期間で、町内に居住する方・通勤通学する方を対象に男女共同参画

をテーマにした作品を募集しました。 

応募総数５４７作品（一般７５作品、小学生２６９作品、中学生１４３作品、高校生６０作品）の

中から１３句の優秀作品を選考し、男女共同参画推進講演会で表彰しました。 

作品一覧は「道の駅」織姫の里なかのとでも展示し、訪れた多くの方に見ていただきま

した。 

 

 

 

 

 

 

 男女共同参画推進講演会  

９月２９日（日）、落語家・僧侶の露の団姫氏をお迎えし、『女らしくなく 男らしくなく 

自分らしく』という演題で講演会を開催しました。「男女共同参画」について軽快な話術で

面白おかしく話していただき、約３００名の来場者を笑いの渦に巻き込んでいました。 

参加者アンケートには、「面白い話の中に考えさせられることがあった」「固定概念をとり

はらい自分らしく生きる大切さに気づいた」など、楽しみながらも理解を深めてもらえた様

子でした。 

 

 

 

 

 

 

 

中能登町 
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また、男女共同参画推進出前講座を利用して、白山市の i-さんかく座さんに紙芝居『夫

婦善哉』を披露していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 親子料理教室  

２月１日（土）、親子でチャレンジ！恵方巻き＆飾り巻き寿司教室を開催しました。 

町内の親子１１組２５名（大人１１名、子ども１４名）が参加しました。町食生活改善推

進員の皆さんにご指導いただき、節分にちなんだ食に触れることで「食育」を、また、親

子一緒に調理をすることで、家事協力の観点から「男女共同参画」を同時に推進を図るこ

とができました。 

会食タイムには、初挑戦となる県の啓発紙芝居『あいちゃんのふしぎな夢カレー』を上

演し、楽しんで見ていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 部 会 活 動 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

推進員の会２９名を旧町ごとの３部会に分け、「地域への男女共同参画推進」を目的と

してそれぞれの地域でオリジナル紙芝居・朗読劇の出前講座を実施しました。また、各部

会でも会議を重ね、さらなる推進へ向けての話合いを続けています。 

 出前講座  

〇鳥屋部会  １１月 ６日（水） 鳥屋小学校６年生 

〇鹿島部会  １１月１２日（火） 鹿島小学校６年生 

     １１月１４日（木） 小田中サロン 

     １１月２６日（火） 曽祢サロン 

〇鹿西部会   6 月２０日（木） 西馬場サロン 

      6 月２７日（木） 川原サロン 

      8 月 ８日（木） 鹿西高校 

     １０月１７日（木） ひとり暮らしふれあいのつどい 

     １１月１９日（火） 鹿西小学校 5 年生 

 その他  

 鹿西高校美術部のみなさんに、若い視点から考える男女共同参画について表現してもら

うため、紙芝居の制作（脚本～絵まで全て）を依頼し、現在取り組んでいただいていま

す。当町オリジナル紙芝居の一つとして、来年度から出前講座で活用していく予定です

中能登町 
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令和元年度（平成 31 年度）の活動について（穴水町） 
 
（１）パープルリボンツリーの設置・キャンペーン活動 
（２）啓発・啓蒙チラシ等配布 
（３）”おとう飯”を始めようキャンペーン！への協力・周知 
 
★穴水町社会福祉大会  
日時：令和元年１０月２５日（金）１０：００～ 
場所：のとふれあい文化センター 
内容：パープルリボンツリーの設置（メッセージカード・チラシ、リーフレット

配布・ポスター掲示）、”おとう飯”を始めようキャンペーン！の周知チラ

シ配布 

 
 
★穴水町文化祭  
日時：令和元年１１月３日（祝金）１０：００～ 
場所：のとふれあい文化センター 
内容：パープルリボンツリーの設置（メッセージカード・チラシ、リーフレット

配布・ポスター掲示）、”おとう飯”を始めようキャンペーン！の周知チラ

シ配布 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

穴水町 
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★”おとう飯”を始めようキャンペーン！  
町内３公民館で行っている「男の料理教室」事業に、内閣府男女共同参画局の

推進する”おとう飯”はじめようキャンペーンに参加協力いただけました。 
  
＜住吉公民館＞「男の料理教室」 
日時：令和元年１１月２０日（水）① 
       １２月１１日（水）②  計２回 
場所：住吉公民館 
 
 
＜兜公民館＞「男の料理教室」 
日時：令和２年２月５日（水） 
場所：兜公民館 
 
 
＜諸橋公民館＞「諸橋！男の料理教室」 
日時：令和元年１２月１３日(木)① 
   令和２年 １月 ９日(木)② 
        １月３０日(木)③ 
        ２月１３日(木)④  計４回 
場所：諸橋公民館 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

穴水町 
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令和元年度 能登町 男女共同参画推進委員活動事例報告 
 
（１）いしかわパープルリボンキャンペーン２０１9 
 
①令和元年１１月 3～ ４日 内浦総合運動公園 第１体育館 玄関ロビー 
②令和元年１１月５～２8 日 コンセールのと １階 ライトコート 
 
 パープルリボンツリーを上記日程で設
置。啓蒙物品とリーフレットを手渡し、カ
ードへのメッセージ記入を呼び掛けまし
た。①キャンペーンは町民文化祭に合わせ
て実施したこともあり、来場した多くの町
民がカードへ記入の上、ツリーに吊るされ
ていました。文化祭終了後は、場所を移し
て２週間ほど設置し、カードへの記入を呼
びかけました。 

能登町民文化祭 

 
（２）令和元年度能登町男女共同参画啓発講演会「ふらっとミニセミナー」開催協力 
 
男女共同参画推進を目的に実施される「ふ

らっとミニセミナー」開催協力として、町内
での参加呼びかけるとともに、当時も参加し
て冒頭に活動について報告しました（町審議
委員含む）。 

 
（3）能登町男女共同参画推進審議会 
第１回：令和元年５月 8日 第２回：同年 8 月 31日 第３回：同２年 2月 28 日 

能登町 


